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１．研究計画の概要 
 この研究の目的は計測法が確立された頭
部放射線被曝線量測定のための持ち運びで
きる測定装置を用いて協力医療機関におけ
る被曝線量の計測を行い，国内における標準
線量を設定することで，患者および医療関係
者の被曝線量の低減を計ることである．まず，
標準化された測定法による皮膚被曝線量を
国内外の多施設において行い，それぞれの施
設が照射している線量が他の施設や装置と
比較してどのような程度であるかを明らか
とする．IVR における無駄な被曝線量を軽減
し，それぞれの医療機関における最適エック
ス線照射条件を設定，線量の推定をそれぞれ
の機関，機器において容易に行えるようにす
る事ができる． 
 予想される結果としては IVR に伴う無駄
な被曝の一掃，もしくは無駄な被曝の低減化
のために各医療施設は何をすべきかが明ら
かとなる． 
２．研究の進捗状況 
 ホームページの作成と本施設および遠隔
の数施設での測定を行った．その結果，ファ
ントムが遠隔地への郵送に耐えることとと
もに測定マニュアルの不十分さが明らかと
なったため，その改善を行った．施設に送る
と計測に時間がかかることも問題点として
浮かび上がった． 
 ホームページの充実はその改訂頻度に負
うところが多いので，情報発信を頻回に行い
たいと考えている．今回，協力を得ることが
できた施設はFPDを用いた新型のDSAを有
しており，被曝線量はむしろ低かった．問題
はむしろ旧型を用いた施設で高線量被曝が
行われていることが危惧されるので今後の

ターゲットとしてはそのような施設を探し
て被曝低減効果を高める必要がある．このた
めには高線量被曝の危険性がある施設の研
究への参加を増やす方策が必要であるが，そ
の危険性を認識している施設では参加に二
の足を踏んでいるように思われる．旧型を有
し，高い線量率が記録された２施設が装置の
買い換えを行った．現実的成果であると考え
られた．  
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
当初の予定よりも申し込みが少なく，数的な
達成度は低いが，該当施設での改善度はよい
と思っている．全体としては予定通りと考え
る． 
４．今後の研究の推進方策 
 ホームページの閲覧は増えたが，研究参加
の申し込みは少ない点が問題点として浮か
び上がった．コンセプトは良く興味を持つも
のはあるが実行が難しい．研究者のネットワ
ークを利用したデータの蓄積を行う必要が
あると考えている． 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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